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Ⅳ． 計測とバラツキの原因 
 

4.1 実験における誤差の存在 

 

 実験を行いデータを得るまでには、次のような流れがあります。 

・ 実験を行う 

・ 実験の製品の中からサンプルをとる。 

・ サンプルを測定し、データを得る。 
 

このようなとき、通常データにバラツキがでるのが普通です。そのバラツキ

を誤差と呼んでいますが、この誤差には次に示す“測定誤差”、“サンプリング

誤差”、“実験誤差”の３つを理解しておくことが大切です。 

 

(1) 測定誤差：同一サンプルを測ったときの測定内のデータ間のバラツキ 

 

(2) サンプリング誤差：同一の実験でつくられた製品の中から、抜き取った

サンプル(測定対象物など)間のバラツキ 

 

(3) 実験誤差：同一条件の組合せで行った実験間のバラツキ 
 

実験によって得られるデータの品質を管理するための方法論とされる統計的

品質管理や実験計画法などに従えば、すべてデータを基本としているので、常

にこの３つの誤差、バラツキを認めて、解析できるような知識が必要です。自

分の予測していた値と異なった値が得られると、これは実験誤差だ、あるいは

測定誤差だとして簡単に処理してしまいますが、実は次のような要素が潜んで

います。以下に、このような誤差に関する性質をあげます。 

 

① 誤 差：目的とする実験(母集団)の真の値とサンプル値(測定データ)

との差という要素 

② 信頼性：サンプルのデータが信頼おけるかという、つまり何らかのミス

やトラブルなどの異常原因がなかったかという要素 

③ 精 度：同一サンプルを無限回測定したときのデータのバラツキの幅を

いい、幅が小さいほど、精度が良いと判断してしまう要素 

④ カタヨリ、正確さ：同一サンプルを無限回測定したときの分布の平均値

と真の平均値との差という要素 

 

このように、実験で生じる誤差には様々な要因や原因があるので、まずはこ

れらの存在を把握し、今後の学習に役立てていただく基礎力を養ってください。

そのため今回は概論を学び、個々の項目に深く踏み込みませんが、全体のプロ

セスや知識を知ることで、次ぎからは、これを頼りにみなさん自身で必要に応

じて学習や対応できます。さらにデータ分析をパソコンで処理する場合も、意

味を理解してできるようになり、より良い実験や調査、研究を進められます。  
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4.2 計測精度を定める要素 

 

 自然科学や技術の分野で、精度と呼ばれる言葉には、次の 2 つの要素が含ま

れていることを学習します。 

 

正確度： その値が「真値」に近い値であることを示す尺度 

 

精度 ： 複数回の値の間で互いのばらつきの小ささの尺度 

       （複数回の測定、もしくは計算の結果も） 

 

実際の測定結果では、正確度は高くても精度が低いこともあれば、逆に精度

が高いが正確度が低いこともあります。また、正確かつ高精度な結果を「有効、

又は妥当」であるといっています。 例えば、有効なデータだ、とか、妥当なデ

ータである、などです。ここで、この正確度と精度をイメージで表したものが

下図となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 測定結果の正確度は高くても 

精度が低い場合 

図２ 精度が高いが正確度が低い場合 

 

図３ 正確かつ精度の高い値や状態のとき（理想形） 

正確度 

精度

正確度 
正確度 

精度 精度 
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4.3 計測法（直読と推読） 

 

１） 直読  

 

目盛りを 小単位までで読むことを直読といいます。日常生活においては、

普通の読み方であり、1mm 単位で目盛りが刻まれたプラスチック定規で鉛筆の

長さを測るような場合，下図の場合は、148mm と読むのが普通です。 

 

２） 推読  

 

小目盛り以下まで“だいたい”で読むことを推読といいます。JIS 規格に従

えば、これは 小目盛りの 1/10 まで読むことになっており、例の鉛筆の長さを

推読すると，148.2mm と読むことができます。 

（これを 148.1mm とか 148.3mm などと読んでも間違いではない） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JIS 規格とは 

日本工業規格（にほんこうぎょうきかく、Japanese Industrial Standards）は、工業標準化

法に基づき、日本工業標準調査会の答申を受けて、主務大臣が制定する工業標準であり、日

本の国家標準の一つです。JIS（ジス）または JIS 規格（ジスきかく）と通称されています。

図４ 鉛筆の長さ測定の様子 
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Ⅴ データと数量化の基礎 

 

5.1 位置とバラツキの表し方 

 
実験の測定値やデータを使って、位置や点を表す方法として、平均値やメジ

アンを用い、バラツキを表すには標準偏差や範囲を用いる方法があります。 

 

（１） 平均値 x  （エックスバーと読む） 

    個々の測定値の合計を測定値の数で割ったものが平均値 x です。 

n

x

n

xxx
x n  21 




 　　  

ここで 1x ：第１番目の測定値 

2x ：第 2 番目の測定値 

・・・・・・・・・ 

nx ：第 n 番目の測定値 

（ただし、n：サンプルの大きさ） 

 
 
 

【例題】５個の品物の寸法が 

   9.16  9.25  9.15  9.21  9.20 （mm） 

であったとき平均値は 

x )(194.9
5

194.45

5

20.921.915.925.916.9
mm


  

となります。 

 
平均値は一般には、個々の測定値より１桁下まで求めておきます。 
（正確な位取りは次項で学びます） 
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（２） メジアン（中央値） x~  （エックスナミガタと読む） 

 測定値の奇数個の場合、測定値の大きさの順にならべて、ちょうど中

央にあたる値をメジアンといいます。また、測定値が偶数個の場合は、

中央の二つ値の平均値がメジアンになります。 

 
【奇数個の場合の例題】 

9.16  9.25  9.15  9.21  9.20（mm）というデータがある

とき、このデータからメジアンを求めると 

 
大きさの順に並び替え→9.15  9.16  9.20  9.21  9.25 

 

したがって、 x~ ＝9.20 (mm) となります。 

 
【偶数個の場合の例題】 

9.16  9.25  9.15  9.21（mm）という場合のメジアンは、 

 
大きさの順に並び替え→9.15  9.16  9.21  9.25 

 

したがって、 x ＝
2

21.916.9 
＝9.185 (mm) となります。 

 
（３） 範囲 R （Range の R を用いる） 

 1 組の測定値のうちの 大値と 小値との差を範囲といいます。標準

偏差は計算に手間がかかるため、測定値の数が少ない（n≦10）場合に

は範囲を使ってバラツキを表すことがしばしば行われます。 
x  を測定値した時、 

 R＝（ xの 大値）－（ xの 小値） 

 
    であり、簡単に求められます。 

     
【例題】9.16  9.25  9.15  9.21  9.20（mm）という測定値

の範囲 R はいくらか。 

 
 回答：   R＝9.25－9.15＝0.1 (ｍｍ) となります。 
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（４） 標準偏差   （バラツキぐあいを示す量） 

 
標準偏差を計算するには、次のように平方和 Sを自由度（= n－1）で

割った不偏分散を求め、この平方根を計算することで求められます。 

平方和   
22

2
2

1 )()()( xxxxxxS n   

(不偏)分散 V ＝
1


n

SS


＝ 

1

)()()( 22
2

2
1




n
n  

 

 

標準偏差  V ＝ 1

)()()( 22
2

2
1




n

xxxxxx nn
 

 
 
 
【例題】9.16  9.25  9.15  9.21  9.20（mm）という測定値

から標準偏差 を求めなさい。ただし、関数電卓や Excel など

の機能は使わずに、上記の手順で求めること。 

    x )(194.9
5

194.45

5

20.921.915.925.916.9
mm


  

      ＝ V  

＝ 
15

)194.920.9()194.925.9()194.916.9( 222


 

 

     ＝ 0.0403 

 

 

 

～処理後のデータは３つ組で記録しておく～ 

例えば上記の例題では、  その他の組み合わせでは 

x ＝ 9.194 
 ＝ 0.0403 
n ＝ ５ 

 

x  
 R 
 n 

x  
x~  

 n 
や

など 

一言メモ：集団中のサンプルデータを使いその集団の標準偏差を推定する場合、つまり母集団が不明の

場合 n－1 が多く用いられます。この場合、標準偏差の記号としてｓが使われる場合があります。 
また、有限母集団の場合、全部のデータを使いその集団の標準偏差を求める場合は単に n で割ります。

その場合は、s は使わずσ(シグマ)という記号の表現になります。この場合、σを標準偏差といい、s は

不偏標準偏差といいます。しかし、標準偏差の記号も、σが一般的に使われる傾向が多いようです。 
また、S は平方和にも使用されるためσを使うことで混乱を避けられます。 
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5.2 桁の求め方 

 
ここでは JIS に規定される基本的な扱い方に沿って学習します。 

 
１）平均値を求める場合 

 
平均値の桁数は、測定値の測定単位と測定値の個数によって、何桁まで求め

るかが、表１のように決められています。 

 
表１ 平均値と標準偏差の桁数 

測定値の測定単位 測定値の個数 

0.1、1、10 などの単位 
0.2、2、20 などの単位 
0.5、5、50 などの単位 

― 
４未満 
10 未満 

2～20 
4～40 

10～100 

21～200 
41～400 

101～1001 

平均値の桁数 測定値と同じ 
測定値より 
1 桁多くする 

測定値より 
2 桁多くする 

標準偏差の桁数 有効数字を 大３桁まで出す 

 
 
 
ここで、測定値の測定単位とは、データの最小のキザミのことをいいます。 
表２に、その例を示します。 

 
表２ 測定値の測定単位とは 

測定値の測定単位 得られたデータ 

0.1、1、10 などの単位とは 53.4 53.5 53.6 や 40.0 50.0 60.0 など 

0.2、2、20 などの単位とは 64.0 66.0 68.0 や 0.04 0.06 0.08 など 

0.5、5、50 などの単位とは 0.05 0.10 0.15 や 76.5 77.0 77.5 など 
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【例題】 

 
１）では、以下のような 10 個のデータが得られた場合について、表 1 を使って

平均値を求めてみましょう。 

   
2.55   2.63   2.48   2.50   2.52 
2.59   2.50   2.46   2.53   2.50 

 
この場合は、表１より 
・測定値の測定単位は、0.01 よって「0.1、1、10 などの単位」の部分を

見る。 
・測定値の個数は   10 個 よって「2～20」の所を見る。 
従って、問の平均値の桁数は、「測定値よりも 1 桁多く求めればよい」とい

うことになります。実際の計算では 

 
（2.55＋2.63＋2.48＋……＋2.53＋2.50）   25.26 

１０           １０ 

 
 測定値は小数点以下第 2 位の数値であるので、この場合の平均値の桁数は、

「測定値より 1 桁多く求める」ことから、 

   x  ＝ 2.526 

となります。 

 
２）これとは別に、標準偏差σを求める場合は、有効数字を最大 3 桁まで算出

します。 

 
― 注 意 ― 
 

測定値が存在する範囲を x ±3σというように推定することがあります。その際、

加減算する桁数が不ぞろいのときには、桁数の小さい方に合せて丸めます。 

例えば、 x ＝52.135、 σ＝1.48 の場合は次のようになります。 

  x ＋3σ＝ 52.135＋３×1.48 ＝ 52.135＋4.44 ＝ 56.575 → 56.58 

x －3σ＝ 52.135－３×1.48 ＝ 52.135－4.44 ＝ 47.695 → 47.70 

 
 

＝ ＝ 2.526 
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＜演習１＞ 

ある化学薬品の主成分Ｘを測定して、次の測定値を得ました。平均値および標

準偏差の桁数は、どこまで算出すればよいか。JIS で定められた方法を使って、

途中経過も含めて実際に算出し回答しなさい。（上記で学んだ方法） 

  81.3  79.1  81.0  78.0  80.5  81.3   
82.5  80.8  85.3  81.8  84.0 （％） 

 
 （解答） 

この場合、測定単位（測定のキザミ）は 0.1％、サンプル数 n=11 より、 
平均値 x  ＝ 81.418 → 81.42 （測定値より 1桁多くします） 

標準偏差 S ＝ 2.038 → 2.04  （有効数字 3桁とします） 

 
＜演習２＞ 

0.2mA きざみの電流計を用いて、ある電子部品の動作電流を測定し、次の測定

値が得られました。平均値、標準偏差の桁数は何桁まで算出すればよいか、実

際に計算しながら途中経過も含めて回答しなさい。 

  2.42  2.50  2.58  2.60  2.64   2.56  2.42 (mA) 
 
（解答） 

この場合、測定単位は 0.2ｍA、サンプル数 n=７より、 
平均値 x  ＝ 2.5314 → 2.531   （測定値より 1桁多くします） 

標準偏差 S ＝ 0.08707  → 0.0871  （有効数字 3桁とします） 

 
＜演習３＞ 

0.5 秒きざみのストップウオッチを用いて、ある検査作業について時間測定を行

い、次の計測値を得た。同様に、平均値、標準偏差の桁数は何桁まで算出すれ

ばよいか、実際に計算しながら途中経過も含めて回答しなさい。 

  34.5   35.0   33.5   35.0   34.0   38.5 (秒) 

 
（解答） 

この場合、測定単位は 0.5 秒、サンプル数 n=6 より、 
平均値 x  ＝ 35.08 → 35.1    （測定値と同じ） 

標準偏差 S ＝ 1.772  → 1.77    （有効数字 3桁とします） 

 
注意：標準偏差など計算途中で桁数を省略(丸め)し過ぎないようにしてください。

計算機などを用いる場合は計算途中では有効数字 7 桁ぐらい求めてもかまいま

せん。 
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5.3 正規分布（ガウス分布）と確率 

 

確率論や統計学で用いられる正規分布とは、平均値の付近に集積するような

データの分布を表した連続的な変数に関する確率分布となります。この正規分

布は平均  と標準偏差 とを指定すれば定まるので、N( , )と略記すること

ができます。また、これを表す正規分布の確率密度関数と累積分布関数は次式

で与えられ、図５、６のように示されます。 

 

確率密度関数：f (  )＝
2

1 e 2

2

2

)(

σ

μ




       （式 5.3.1） 

 

累積分布関数：F (  )＝  



σ2

1  e 2

2

2

)t(

σ

μ
 dt   (式 5.3.2) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
物理量の測定や化学分析の際には、測定器具や材料などの補正可能なカタヨ

リによる必然的な誤差を除いたとしても、なお、たくさんの偶然的な影響によ

って誤差が生じるものと考えられます。このような偶然的誤差の分布は正規分

布になるといわれています。 

 
また、カタヨリ(bias)とは、データもしくは推定量の分布の中心(中心値)と真

の値との差のことです(前者が大きいとき正となります)。 
データの精度を考える場合、標準偏差の計算に気をとられ、盲点となりやすい

要素であるので、注意を払うようにしてください。 

 

図 5 正規分布Ｎ(μ,σ)の確率 

密度関数 

図 6 正規分布の累積分布関数 

μ+σ μ-σ μ μ+ 2σ μ- 2σ
μ+ 3σμ- 3σ

0

0.5

1
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5.3.1 標準偏差と確率の関係 

  
 それでは 7 ページ(4)の標準偏差に話しを戻します。正規分布と標準偏差との

関係を図 7 に示します。図のように、ばらつき範囲の確率は、“平均値 に標準

偏差 を±する”ことで簡単に求めることができます。 
 ある計測値のデータがあった場合、その“平均を中心とするバラツキの分布

の全体を示しているのが正規分布”でした。そして、その計測値データから求

めた標準偏差は、正規分布の範囲を示しており、平均値を中心にその範囲に収

まる確率を示しています。 
その確率は、平均値を  、標準偏差を の正規分布とすると、 

 

 

「   」の区間にデータが入る確率は約 68％ 

「  2 」の区間にデータが入る確率は約 95％ 

「  3 」の区間にデータが入る確率は約 99.7％   

 

となります。この関係はとても重要なので記憶してください。 

 
 
 
 
 
 
  

図 7 正規分布の累積分布関数 

95%
99.7% 

σ σ 

68% 

σ 

μ+σ μ-σ 
μ 

μ+2σμ-2σ
μ

μ+3σμ-3σ
μ 
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5.3.2 標準正規分布 

 
統計的方法では正規分布に関するいろいろの確率がしばしば必要になってき

ます。正規分布は  を中心に左右対称で、  、 の値のいかんにかかわず、あ

る係数uについて、累積分布関数 F(  + u )の値は同じです。このとこを利用

すれば、平均が 0、標準偏差が 1の正規分布 －標準正規分布(standard normal 
distribution)－ の累積分布の値がわかっていれば、すべての正規分布について

確率を求めることができます。これから一般の正規分布を標準正規分布に変換

して確率を求める方法があります。 
一般に正規分布を標準正規分布に変換することを標準化するといいます。標

準化のための変数変換は、 
 

 ux 　            (式 5.3.3) 





　

　　
x

u            (式 5.3.4) 

で求められます。 
注意： uは からの偏差を を単位として測ったものであるから、 = 2 とい

うのは平均から 2 離れているところ示しています。 

 
【例題】 

平均  15、標準偏差  ７の正規分布で、 xの値が 29 より大である確

率はいくらか？ 
例解  変数変換の式（5.3.4）より 

        u = 
7

1529 
 = 2.00 

 
 
 
 
 
 
 
 
となるので、標準正規分布表(P11)から、 

Kε =2.00、ゆえに =0.0228 となります。   
                            答 2.28% 

 

0 1 2 3 －1 －2 －3 

1 

φ(u) 

ε=0.0228

Kε 
図 8 正規分布の変換イメージ 
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 1   1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表の読み方例： Κε = 1.96 に対する は、左の見出しの“1.9”から右に行き、次に、

上の見出しから“６の列”から下がってきたところを読み、0.0250 と調べる。 

 

表３ 標準正規分布表（上側確率）  斜線部を求める表 → 

N(0,1)

Kε 
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Ⅵ データとデータの検定（分散と母平均） 

ここでは２つのデータ群があるとき、双方のデータは、等しいか、否かを確

認（検定）する方法を学習します。つまり、同じものとして扱っていいのか、

悪いのかを調べるます。ポイントは“分散（バラツキ）”を確認してから、次に

“平均値”を確認します。4.2 で学習した精度の話しを思い出してください。  

 

 

 

 

 

 

6.1 等分散の検定手順（分散の差を検定する） 

  １） 仮説の設定 H0： 22
yx            

  ２） 不偏分散 xV  , yV  を求める。その自由度を x  , y  とする。 

  ３） 分散比を求める。 

     xV  ≧ yV  のとき  Ｆ0＝
y

x

V

V
  

1 ＝ x , 2 ＝ y  とする 

     xV  ＜ yV  のとき  Ｆ0＝
x

y

V

V
  

1 ＝ y , 2 ＝ x  とする 

  ４） 判定する。 

0F  ≧ 
1 
2  


　
　F (0.025)ならば、仮説 H0を棄却する。（危険率５％） 

 

例題１ 炭素鋼中の炭素の量を調べるのにいくつかの方法があるが、装置の都

合でＡ、Ｂの二つの方法で実験した。 

以下のデータは、同一サンプルをＡ法で 8 回、Ｂ法で 9 回分析して得

られたものである。分散に違いがあるといえるか？ 

 

    Ａ法：0.0358、0.0402、0.0385、0.0345、0.0373、 

       0.0357、0.0356、0.0364 （％） 

    Ｂ法：0.0364、0.0359、0.0364、0.0359、0.0358、 

       0.0363、0.0363、0.0362、0.0360 （％） 

1 xx n , 1 yy n  

（← 要するに、分子に大きい方をとり 

Ｆ0が１より大きくなるようにする） 

（つまり、イコールでない） 

α F表のグラフの 

 

２
つ
の
デ
ー
タ
比
較

等分散の検定 
（バラツキの比較） 

【F 検定】 

母平均の検定

【t 検定】 等分散の場合の検定法

異分散の場合の検定法 

（平均値の比較）

2



（↑ ｎはデータの個数）

ただし、

【５％の意味】 

５％は 5/100→1/20 より

20 回に 1 回は、間違う

かもしれないという意味 

H：Hypothesis 

F 検定の結果で

t 検定の方法は

異なるので注意
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例題１の検定手順例(解答) 

 

  １） 仮説の設定  H0： 22
BA     

 

  ２） 平均    x＝0.03675    y＝0.03613 

     平方和   AS ＝2380×10-8     
BS ＝44.0×10-8  

     不偏分散  AV ＝340×10-8    BV ＝5.50×10-8 

     自由度   A ＝７       B ＝８ 

 

  ３） AV  ＞ BV  であるから 

      Ｆ0＝
B

A

V

V
＝

－８

－８

105.50

10340




＝61.8 

      1 ＝ A ＝７ , 2 ＝ B ＝８  

  ４） 0F ＝61.8  ≧ 
7
8 　　F (0.025)＝4.53  （F 表より） 

    よって、仮説 H0は棄却される。すなわち、 22
BA    でないといえる。 

 

    別の表現では、 

「危険率５％でA法とB法には分散に違いがある」などと言います。 

また、５％で有意差あり、５％有意差あり、５％有意 など、言葉

が省略される場合の表現もあります。これらは全て分散に違いがあ

ることを意味します。全体の流れから言葉を判断します。 

 

 

一方、検定の結果その反対の検定結果が得られた（等しい）場合は、有

意差がない、有意差なし、棄却されない、などの表現が用いられます。 

 

 

 

 

 

 

 

（有意差：Significant）

分散の求め方 

 
1


n

SS
V


 

平方和の求め方 
22

2
2

1 )()()( xxxxxxS n  　

P7 参照 

（← ｎはデータの個数）
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（
危
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率

１
０

％
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２
％

 
）
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（
危

険
率

１
％

）
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（
危

険
率

５
％

）
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6.2 二つの母平均の差の検定手順（σが未知で、“等分散”の場合(6.1 の方法)） 

 

１） 仮説の設定  H0： BA     （二つの母平均は同じ） 

２） 平均値 x , y  、平方和 xS , yS  および自由度を x  , y を求める 

３） 次の式で ̂  を求める。 

     ̂  ＝
yx

yx SS

 


 

４） 次の式で t 0 を求める。 

t 0 ＝ 

̂11















yx nn

yx
 

５） 判定する 

   0t ≧t ( x ＋ y  , 0.05) ならば、二つの母平均 yx と には差があるとい

える。（危険率５％）      

 

注１ 危険率１％ で検定するときは t ( x ＋ y  , 0.01)を用いる。 

注２ yx    と  とが違うかどうかはっきりしない場合は、6.1 の方法で等分散の

検定を行う。有意となったときは、次項の「分散の異なる場合」の方法を用いる。 

 

 

 

 

 

例題２ A 社の市場調査課では、自社の食糧品と市場で競合している B 社の製

品との比較をするため、自社（A 社）製品と B 社製品をランダムに抜

き取って濃度を測定した。濃度はこの製品の重要な品質特性で、もし

A 社の方が低いならば濃度を上げる必要がある。 

  

 

   A 社： 9.1、8.1、9.1、9.0、7.8、9.4、8.2、9.1、8.2、9.3 

   B 社： 8.2、8.6、7.8、7.6、8.4、8.6、8.0、8.1、8.8、8.0 （％） 

 

 

 

 

(ﾊｯﾄ) 

危険率：Level of Significance 
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例題２の検定手順例（解答） 

 

まず、バラツキの違いについて情報がないので、 初に分散の違いを検定する。 

１） H0： 22
BA     

２） 平均   Ax ＝ 8.73    Bx ＝ 8.21 

   平方和  AS ＝ 3.081    BS ＝ 1.329 

不偏分散 AV ＝0.342       BV ＝0.148 

自由度  A ＝9        B ＝9 

３） AV  ＞ BV  であるから 

      Ｆ0＝
B

A

V

V
＝

0.148

342.0
＝2.31 

４） Ｆ0＜
9
9  
　
　　F (0.025)＝4.03 であるから仮説は捨てられない。 

つまり、 22
BA   一応等分散の仮定は成り立つものとして、母平均の

差の検定を行う。 

 

次に、等分散の場合の母平均の差の検定を行う。 

１） H0： BA     

 

２） Ax = 8.73 , AS = 3.081 

Bx = 8.21 , BS = 1.329 

 

３）  ̂  ＝
99

329.1081.3




＝ 0.495 

 

４）  t 0 ＝ 

495.0
10

1

10

1

21.873.8







 


＝ 2.35 

 

５） 判定  （t 表より） 

 t 0＞t (18, 0.05)＝ 2.101 であるから、平均に有意差がある。 
つまり、（危険率 5%で）平均値に差があることがわかった。 

  

（結論として） 

Ax のほうが大きい値と検定できたので、A 社のほうが濃度が高いことがわかり、

従来通りの製造を行うことにする、と判断した。 

(つまり、コストをかけないで済む判断が客観的にできた、助かったということ) 
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t

t 2 
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～ コラム ～ 正式な四捨五入（数値の丸め方）について 

あるデータの丸める桁が、たまたま５が多い場合のときなどは、単純な四捨五

入を行うと計算結果はプラス側へカタヨリを生じてしまうことになり、これを

解決するため JIS Z 8401「数値の丸め方」に正しい方法が定められています。 

 

ある数値を、小数点以下 n 桁の数値に

丸める場合について、（n+1）桁目以下

の数値を、以下のように整理します。

ここでは、少数点２桁に丸める場合に

ついての例を示します。 

方法 例 

①丸める桁の数値（n+1 桁目のこと）

を四捨六入（0～4は切り捨てて、6～9

は切り上げ）します。 

3.264→3.26 

(少数点以下 3桁目の 4は切り捨て) 

3.267→3.27 

(少数点以下 3桁目の 7は切り上げ) 

②丸める桁の数値（n+1 桁目のこと）

がまさしく 5 の時、またはこの 5 が切

り捨てられたものか、切り上げて得ら

れたものかがわからない場合は、次の

ように処理します。 

n桁目の数値が 

(a)0 または偶数なら切捨てます 

(b)奇数ならば切り上げます 

3.205→3.20 

(小数点以下 2桁目が 0より切り捨て)

 

3.265→3.26  (少数点以下 2 桁目が

6(偶数)なので切り捨て) 

 

3.275→3.28  (少数点以下 2 桁目が

7(奇数)なので切り上げ) 

③丸める桁の数値（n+1 桁目のこと）

が 5 であっても、5 のあとに数値があ

る場合は、切り上げます。 

3.2651→3.27 や 

3.2659→3.27 

(小数点以下 4 桁目に 1 や 9 があるため)

④丸める桁の数値（n+1 桁目のこと）

が 5 であっても、これが切り捨てられ

たものであれば、(n+1)桁目を切り上げ

ます。 

また、切り上げて得られたものであれ

ば、(n+1)桁目を切り捨てます。 

3.265(が 3.2647 を切り上げて得られ

た値の場合)→3.26 同様に、 

3.275(が 3.2748 を切り上げて得られ

た値の場合)→3.27 

3.265(が 3.2652 を切り捨てて得られ

ている場合)→3.27 

3.275(が 3.2751 を切り捨てて得られ

ている場合)→3.28 

注１、現場のデータを扱う場合はあまり気にせず、実用的な四捨五入で十分。 

注２、少数で無い数値の場合も同様。例えば、次の数値を有効数字 2 桁で丸め

る場合、6049→6000 となり、6075→6100 となります。 

注３、丸め方は 1段階で行わなければなりません。例えば、5.346 を有効数字 2

桁で丸めれば、5.3 となります。 

これを 2段階にわけて、5.346→5.35→5.4 としてはいけません。
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6.3 二つの母平均の差の検定手順（σが未知で、“異分散”の場合） 

 

１） 仮説の設定  H0： yx     （二つの母平均は同じ） 

２） 平均値 x , y  、平方和 xS , yS  および自由度を x  , y を求める。 

３） 次へ（6.2 のこの部分は省略） 

４） 次の式で t 0 を求める。 

（バラツキがはっきりしていたり、等分散の検定で有意となった（分散

の差がある）場合には次式を用いる） 

t 0 ＝ 

y

y

x

x

n

V

n
V

yx




 

を用いて t 検定を行えばよい。このときの自由度 は次式から定める。 

    
yx

cc



22 )1(
      

1 
　　＝   ここで c = 












y

y

x

x

x

x

n

V

n
V

n
V

 

５） 判定する。 

   0 t　 ≧t ( , 0.05) ならば、二つの母平均 yx と には差があるといえる。

（危険率５％）      

 

注１ 危険率１％ で検定するときは t (  ,  0.01)を用いる。 
注２ yx    と  とが違うかどうかはっきりしない場合、6.1 の方法で等分散の検

定を行う。有意でなかったとき（等分散のとき）は、前項の「分散が等しい場合」

の方法を用いる。 

 

 

例題３ 従来の成分分析の方法(A)を簡易分析法(B)に切り替えることを検討し

ている。簡易法は精度が悪いことはわかっているが、分析回数を多く

して推定の精度を必要なだけあげることを考えている。しかし、推定

値にカタヨリがあると困るので平均に差があるかどうかを検討するこ

とになった。従来の A 法で５回、新簡易法の B 法で 10 回分析して、次

の結果が得られた。 

A 法： 45.16、45.15、45.14、45.20、45.12 

B 法： 45.30、45.19、45.28、45.25、45.40、 

45.39、45.11、45.31、45.20、45.42 

さて、この２つの方法の母平均に差があると言えるか？ 

(6.1 の方法で分散に差があるとき) 
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例題３の検定の手順例（解答） 

等分散の検定 

  平均   Ax ＝ 45.154    Bx ＝ 45.285 

  平方和  AS ＝ 0.00352    BS ＝ 0.09145 

不偏分散 AV ＝ 
4

00352.0
 ＝ 0.00088   BV ＝ 

9

09145.0
 ＝ 0.01016 

自由度  A ＝ 4 、 B ＝ 9 

BV > AV であるから 

0F ＝
A

B

V

V
＝

00088.0

01016.0
＝ 11.55 

 

0F   ≧ 
9 
4  　F (0.025)＝8.90 であるから、分散が違うことが確認できた。 

 

平均の差の検定 

  t 0 ＝ 



　

B

B

A

A

BA

n

V

n

V

xx
 




　

105
BA

BA

VV

xx






10

01016.0

5

00088.0

285.45154.45

0345.0

131.0
＝－3.80 

 

c = 





 

1055
BAA VVV

＝ 





 

10

01016.0

5

00088.0

5

00088.0
＝ 0.148 

 

9

)148.01(
  

4

148.0
    

1 22 
　　＝


 ＝ 0.0862 

0862.0

1
    ＝ = 11.6 (←これが自由度) 

t (11.6 , 0.05) ＝ 2.188 （t 表より） 

0  t　 ＞ t (11.6 , 0.05) であるから平均の差は有意である。（危険率５％） 

 
 
（結論として） 
平均値に差があるので、簡易法を用いるためには、平均値のカタヨリを

補正する方法をさらに検討することにした。 
 
 
 
 
 
 
  

F 表を参照 

t (11.6 , 0.05) の探し方と値の求め方 

t (11 , 0.05)=2.201 

t (12 , 0.05)=2.179 
t (11.6 , 0.05)
= 2.201－(0.022×0.6) 
= 2.1878 
≒ 2.188  

 

（つまり、差がある） 

両者の差分 

差分 0.022×0.6 で補間的に求める 2.179

11 12 

差分が 0.022 

11.6 

2.201
t 

補間法について（自由度φが表にない桁の値を読む場合の一次補間法） 
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Ⅸ 課 題 
 

 

問１ 統計処理について次の問に答えなさい．回答はレポート用紙にすること。 

 
(1) 目盛りの付いた測定器具を用いた場合，目盛りのどこまで読むか答えなさい。 

 

(2) 目盛りの範囲で測定値を読むことを何と言うか答えなさい。 

また， 小目盛り以下をだいたいで読むことを何と言うか答えなさい。 

 

(3) 正確度と、精度とは何か，それぞれ答えなさい。 

 

(4) 測定値や実験値はいつも一定になるとは限らない。 

そこで，数値の扱い方として，測定値を並べてその中央になる①   や， 

大と 小値の差で表す②   や，測定値の合計をその数で割った 

③   などがある。 

  また，測定値のばらつき具合を数値で表す④    は統計学上，重要である。 

  これは不偏分散を求め，これの平方根から計算する。 

 

(5) ある計測を行った。 

   ５１ｍ，５０ｍ，５３ｍ，４９ｍ，４７ｍの測定値が得られたときの 

   中心値x
～

，範囲 R，平均値ｘ
＿

を答えなさい。 

 

(6) 不偏分散 Vを求める式を解答欄に書きなさい。（ただし、n-1 の計算式） 

 

(7) 標準偏差σを求める式を解答欄に書きなさい。（ただし、n-1 の計算式） 

 

(8) 平均値 xに，求めた標準偏差σを足し引き（±（ﾌﾟﾗｽﾏｲﾅｽ））した値の範囲

は，何パーセントの確率となるか答えなさい。（何パーセントと答える） 

 

(9) 統計計算で求められた範囲が９５％で起こる確率にする場合は， 

標準偏差σの何倍を平均値に足し引き（±）すればよいか答えなさい。 
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問２  Ａさんが試験管内の水溶液の高さを調べた。この調べで、６本の試験

管内の水溶液の高さは，各々99mm，100mm，102mm，101mm，98mm，100mm

であった．次の手順に沿ってこの測定値の平均値と標準偏差を求め，こ

の高さのバラツキ範囲を確率的に、母集団が不明の場合で解析しなさい。 

回答は下記の手順に沿って行い、レポート用紙に計算過程を記入する

と共に，その解析結果を下記の解答欄と同じような形態で回答すること。 

 
（ヒント：計算過程） 
手順１，平均値を求める。 

 

手順２，次に，不偏分散，標準偏差を求める。ただし， 2 ＝1.41 とする。 
  
手順３，求まった標準偏差を平均値にプラスマイナスした範囲を求める。 

 

 

  回答すべき項目 
 

      データ数ｎ は，         個 

 

      平均高さ x は，          [mm] 

 

      標準偏差ｓ は，         

 

 

また，A さんは、ばらつきの 68%確率の範囲と，95%確率の範囲を各々統計

解析した。次の計測結果を言葉でまとめ、欄内のように記載し回答しなさい。

（下線部に適語記入する形式で） 
 

 

  A さんの測定では，平均        mm の高さであり，そのばらつきの範囲は、 

 

         mm から       mm の範囲は，６８％の確率であり， 

 

 

                             は，９５％の確率となる． 

計測実験のまとめの回答項目 


